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１．参加資格

第90回（2023年度）参加の規定とお願い

小学校児童ならびに中学校、高等学校生徒とします。

①1つの学校からは1団体のみの参加とします。（ただし、本校と分校それぞれの参加は認めます）

②2校以上の合同参加ができます。
　合同参加校数の上限は設けませんが、参加校すべての学校長の記名・押印が必要です。教育委員会の主導で部
活動を行っている地域の場合、教育委員会責任者の記名・押印、参加校すべての学校長の承認が必要です。
③「高等専門学校」「中等教育学校等の一貫教育校」「定時制・通信制高等学校」「各種学校（学校教育法第134条に
よる）」も上記にならうものとして、生徒の修業年限が日本の学校制度（6・3・3制）と一致している各部門に出場できます。

児童・生徒で編成されていれば、学年混合、単一学年、クラス単位などは問いません。ただし中学校生徒と高等学校
生徒の合同編成といった部門を超えた形態では出場できません。

規定

規定２．参加形態

①歌唱人数　
　ステージで歌っていただく人数は、課題曲・自由曲とも、次の通りです。
   ★全部門 30人以内
※入れ替え人数
　課題曲から自由曲へのメンバーの入れ替えは、抜ける人数と加わる人数、それぞれ３０人までとします。　

規定

規定

②歌唱者の定義　
歌唱できるのは、児童・生徒に限ります。歌唱しながら小型のパーカッション等を演奏する伴奏者は歌人数に含まれ
ます。歌唱しない指揮者、伴奏者、譜めくりの方は歌唱人数には含まれません。

規定

③ステージ配置（距離）　
　原則、左右1m、前後2mの間隔を確保してコンクールを進行します。
※各地区コンクールによってひな壇のレイアウト、角度、大きさが違います。詳しくはコンクールごとに定めたステージ配置
に従ってください。
※感染防止のため、大きく移動しての歌唱、向かい合っての歌唱はご遠慮ください。手拍子、足踏みは、その場を動かな
ければ構いません。
④マスクの着用について　

舞台上ではマスクを外して歌唱します。ただし参加者がマスク着用を希望する場合は、着用してかまいません。
団体ごとに統一する必要はありません。なおマスク着用の有無にかかわらず音楽表現によって評価することとします。

３．歌唱人数・ステージ配置

●　　　 のマークに違反した場合は、審査対象外となります。参加にあたっては参加資格や歌唱人数、
自由曲の演奏時間など、規定の該当項目には特にご注意ください。なお、上記の参加規定の他に、出場
する地区コンクールの規定も必ずご確認ください。

●　　　　　に、ご協力をよろしくお願いします。

●各地区コンクールの詳細については、コンクールごとに別途ご案内する予定です。感染対策については、
開催地の感染状況や指標、会場のガイドラインに応じて、適切に対応いたします。
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感染対策

感染対策

感染対策
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〔１〕教職員には常勤講師、非常勤講師を含みます。
〔２〕嘱託員は、次の基準を満たす場合に限ります。
　・当該校の嘱託員（名称が異なる場合も含む）であること。嘱託員の基準は、各地の教育委員会、または各学校の取り
決めに準じます。

　・教職員として、小・中・高等学校のいずれかで児童・生徒の指導にあたられた経験のある方。（教員免許の有無
ではありません。常勤・非常勤講師も教職員経験に含みます。）

〔３〕外部指導者（小学校）は、次の基準を満たす場合に限ります。
　・担当教諭（顧問）と連携し、学校教育活動に資する目的で、日常的に指導を行っていること。
　・学校長の監督を受けていること。
〔４〕部活動指導員（中学校・高等学校）は、学校教育法施行規則で位置づけされ、各教育委員会が定める部活動

指導員要綱等に基づいて委嘱された方で、次の基準を満たす場合に限ります。
　・担当教諭（顧問）と連携し、学校教育活動に資する目的で、日常的に指導を行っていること。
　・学校長の監督を受けていること。
　・教育委員会や学校設置者等が実施する研修を受けていること。
※参加申込書には、必ず担当教諭（顧問等）の名前・連絡先をご記入ください。コンクール当日は、各学校の責任のもと
担当教諭（顧問等）、または学校長が承認した方が引率してください。
※上記の参加基準を満たす方でも、明らかにその他多くの出場校にとって公平でない状況を生み出すようなことがあれ
ば、主催者の判断で参加資格を認めない場合があります。

②伴奏者
伴奏者は参加校の教職員、児童・生徒の他に学校長や教育委員会が承認した方も認めます。
（ただし同じ人が、同一部門の複数校の伴奏をする場合、演奏順やリハーサル時間については参加校の意向に
添えない場合がありますのでご了承下さい）曲により伴奏者が替わること、伴奏者に譜めくりの方が1人つくことも
認めます。

４．指揮者・伴奏者
①指揮者
＜小学校の部＞
指揮者は、必ず参加校の〔１〕教職員、〔２〕嘱託員、〔３〕外部指導者、または児童で、同一部門の他校の指揮者・伴奏
者を兼ねていない方とします。

＜中学校の部／高等学校の部＞
　指揮者は、必ず参加校の〔１〕教職員、〔２〕嘱託員、〔４〕部活動指導員、または生徒で、同一部門の他校の指揮者・
伴奏者を兼ねていない方とします。
※曲により指揮者が替わることは認めます。
※教育委員会の主導で部活動等を行っている地域の場合　
　指揮者は、教育委員会の監督下で日常的に指導を行っており、同一部門の他校の指揮者・伴奏者を兼ねていない方とします。

規定

５．演奏曲目
①ＮＨＫが委嘱して制作した今年度の課題曲と、参加校が自由に選んだ自由曲を演奏します。演奏順は課題曲、自由曲
の順とします。
②中学校の部の今年度の課題曲楽譜は、混声三部合唱、女声三部合唱の２種類です。男子だけで参加する場合、
上記楽譜より１オクターブ音程を下げて演奏することを認めます。
　高等学校の部の課題曲において移調などの改変は認めません。そのほか課題曲の歌唱については「よくあるご

質問」をご確認ください。（４月中旬、Nコンホームページで公開予定）
③自由曲は児童・生徒の合唱活動としてふさわしい曲を選んでください。
　詳しくは、 3選曲について　4楽譜について ＜差別的表現などについて＞をご確認ください。
④自由曲の演奏時間は次の通りです。
　　　　★小学校の部　／4分00秒以内
　　　　★中学校の部　／4分30秒以内
　　　　★高等学校の部／5分00秒以内
　演奏時間は曲の音出から、音終わりまでとします。（音とりや音合わせの音は含みません）
　この時間内であれば、1曲でなくても構いませんが、曲と曲の間も演奏時間に含まれるものとします。

規定
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７．映像・音声の利用

⑤地区コンクール（予選から本選）、ブロックコンクール、全国コンクールへと進むにあたって、自由曲の変更・改変、また、
2曲以上を歌う場合の演奏順の変更はできません。

⑥審査は提出された楽譜で行います。
　自由曲の改変（部分的省略や移調、転調など）を行う場合には、著作権法上、著作者（作詞・作曲・編曲者など）
の許諾が必要です。必ず事前に著作者の許諾を得て、楽譜提出の際に楽譜の許諾に関する報告書もあわせてご
提出ください。（参加申込書にも記入欄があります）。
詳しくは【楽譜の改変について】をご確認ください。

ＮＨＫが撮影・収録したコンクールの音声・映像（静止画を含む）は、ＮＨＫのニュースや番組での放送だけではなく、下記
でも使用させていただくことがあります。またＮＨＫの関連団体等、ＮＨＫが指定する第三者に使用させることがあります。
■インターネットでの配信
・ＮＨＫオンライン（ＮコンＨＰを含む）、Ｎコン公式Twitterなど公式SNS
・ＮＨＫプラス（放送から１～２週間程度の配信）
・ネットラジオ「らじる★らじる」（放送から１週間程度の配信）
■広報、出版物、ＣＤ制作
演奏だけでなく、客席での様子や会場内でのインタビューなども使用することがあります。
コンクールへの参加申込書の提出をもって、音声・映像収録およびその利用の許諾を頂いたものとします。
予めご了承ください。なお、コンクール会場では「名札・ゼッケン」などの児童・生徒の個人情報がわかるものは身に
着けないよう、よろしくお願いします。

■自由曲の著作権について
申し込みの際には、自由曲の著作権管理状況を確認の上ご記入ください。著作権の管理状況によっては放送・
配信を見合わせる場合があります。詳しくは、 3選曲について  をご覧ください。

①参加料は無料です。参加に関する各種経費は、各学校の負担となります。
②交通・宿泊の手配が必要な場合は、各学校の責任で行ってください。（全国コンクールも含みます）。
③全国コンクールに限り、一定の条件を満たす遠方から出場する学校の交通費の一部をＮＨＫが負担します。
　詳しくは全国コンクール出場時にご説明します。

６．伴奏楽器
①ピアノ
　主催者で用意します。ピアノはステージ下手に固定します。（ピッチ：A442）
②ピアノ以外の楽器
　セッティングに時間がかからないものであれば、ピアノ以外の楽器を使用しても構いませんが、その場合は各学校の
責任で用意してください。なお電源を用いた楽器、マイク等は使用できません。

規定

８．参加費用

参加規定に縛られない「フリー参加(審査対象外)」を受け付けている地区もあります。フリー参加であれば、１曲のみの
歌唱（課題曲、自由曲のどちらかだけ）も可能です。詳しくはＮＨＫ各放送局までお問い合わせください。
※ただし歌唱人数の上限は３０人までとします。
※フリー参加にあたっても、通常の参加同様、感染対策にご協力をお願いします。

10．フリー参加

天候や災害、新型コロナウイルスの感染拡大などの影響でコンクールを予定通りに行うことができなくなった場合は、
日程を組み替えたり、会場を変更することがあります。また、当初の開催方法を変更する場合もあります。（「時間差での
受付」「録音データによる音源審査」等）

９．代替日・開催方法の変更
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学校長に代わる教育委員会責任者の記名・押印について

昨今の部活動改革や、学校現場における働き方改革によって、教職員（及び学校教育関係者）による部活動
指導を行わず、教育委員会から委託を受けた民間団体等の外部指導者により、放課後のスポーツや音楽など
の活動を行う自治体が増えています。地域によっては学校活動と区別して運用を行うことから、これまでの参加
校責任体制ではコンクールへの参加が難しい場合が出てきており、参加校責任者の記名・押印欄について
教育委員会責任者でも代替可能といたしました。
引き続き、教育現場における音楽教育活動の成果を発表する場としての位置づけや、学校の音楽教育の発展
に寄与するという目的を重視することに変更ありません。　　　　　　　　　　　　　   　 （２０２２年度より）

参加申込方法

必要事項の記入が済んだら、印刷した参加申込書に、学校長（または教育委員会の責任者）の記名・押印をお願い
します。完成した書類を学校所在地の地区にあるＮＨＫ各放送局「全国学校音楽コンクール」係あてにご郵送ください。 
各放送局の住所・連絡先はＮコンホームページのＱ＆Ａ お問い合わせ先（全国のＮＨＫ） からご覧いただけます。
詳しい記入方法や、注意点は次の通りです。

以下、①～③いずれかの方法で「参加申込書」のご記入をお願いします。

参加申込書記入方法
学校名と連絡先
　⑴参加校責任者の記名と印を忘れないようにお願いします。
　・参加校責任者は原則、学校長です。
　・自治体の方針により、部活動やクラブ活動に関する責任者が教育委員会となる場合には、教育委員会における活動
の責任者（管理職）の記名・押印とします。ただし参加する学校長の承認を得てください。

　・２校以上の合同参加で教育委員会が責任者とならない場合は、すべての合同参加校の学校長の記名・押印が
必要です。

　⑵必ず楷書（読みやすい字）で記入してください。コンクールのプログラムや放送で紹介する際の原本になります。
文字・ふりがな・学年等、正確に記入してください。

　⑶合同参加の場合は、必ず参加校分の学校名、担当教諭、連絡先をご記入ください。なお、放送や印刷物等には、
申込書に明記されたそれぞれの名称の順番で使用させていただきます。

　　※合同参加校数が３校以上の場合は、「参加申込書」の他に「３校以上合同参加申込書」へ３校目からの学校
名、住所、電話番号、学校長記名・押印を記載してご提出ください。合同参加する全ての学校長記名・押印が
必要です。「３校以上合同参加申込書」に記載できる学校数を超える場合は、「３校以上合同参加申込書」を
複数枚ご使用ください。

2

①＜WEB申込フォームで記入する＞
　「WEB申込フォーム」に必要事項を入力して内容を送信すると、登録したメールアドレスに、印刷用ＵＲＬが
届きます。そのＵＲＬから参加申込書（ＰＤＦ）をダウンロードして印刷し、ご記入ください。
②＜手書きで記入する＞
　参加申込書（手書き用PDF）をダウンロードして印刷し、ご記入ください。
③＜参加申込書（PDFデータ）にパソコン等で記入する＞
　参加申込書（入力可能なPDF）に、パソコン等で入力後、ダウンロードし、印刷してください。
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○楽曲検索についての問い合わせ窓口
　ＪＡＳＲＡＣ
　電　話：03-3481-2125 （受付時間　9:00～17：00　月～金／土日祝除く）
　問い合わせフォーム： https://secure.okbiz.okwave.jp/faq-jasrac/helpdesk?category_id=
　   115&faq_id&site_domain=jp
　   ※ＮＨＫサイトを離れます
　ＮｅｘＴｏｎｅ
　問い合わせフォーム： https://www.nex-tone.co.jp/inquiry/
   ※ＮＨＫサイトを離れます

参加部門・歌唱形態・自由曲名・指揮者・伴奏者・参加人数等
　⑴参加部門を○で囲み歌唱形態を記入してください。
　⑵指揮者は、「教職員」「嘱託員」「児童・生徒」「外部指導者」「部活動指導員」のいずれかに、伴奏者は、「参加校
の教職員（嘱託員を含む）」「学校外」「児童・生徒」のいずれかに○をつけてください。児童・生徒の場合は必ず
学年を記入してください。教育委員会が活動の責任者の場合、指揮者は、「外部指導者」に〇をつけてください。

　⑶指揮者が嘱託員、外部指導者、部活動指導員の場合は、指揮者の参加資格証明書の提出が必要となります。
　　「指揮者の参加資格証明書」に必要事項をご記入のうえご提出ください。教育委員会が学校長に代わり活動
責任者となる場合は、「指揮者の参加資格証明書（教育委員会用）」に必要事項をご記入のうえご提出ください。
（伴奏者については、証明書の提出は不要です。）

　⑷ア・カペラ曲の場合は、伴奏欄に「無伴奏」と記入してください。
　⑸伴奏にピアノ以外の楽器を使う場合は、必ずその旨を「通信欄」に記入し、使用する楽器、伴奏者名（学年等）を
記入してください。　

　⑹自由曲名・指揮者・伴奏者名は正確に記入してください。また、忘れずにふりがなをふってください。
　⑺自由曲名の書き方は以下を参考にしてください。
　　例：   混声合唱とピアノのための組曲 「○○○（組曲名）」 から △△△△（曲名）
　　　　※記載内容は、楽譜通りにお願いします。
　　　　※組曲名がある場合は「　」書きでご記入ください。
　　　　※外国語曲の場合は、原語で表記し、邦題があればあわせて記入してください。
　　　　※２曲以上演奏する場合は、必ず演奏する順に曲名を記載してください。同じ組曲から複数曲を選ばれる

場合は、２曲目の組曲は「　同組曲　」と記載し、省略しても構いません。（３曲以上演奏する場合は「通信
欄」等に記入してください。）

　　　　※読み方や表記については、最終的にＮＨＫで決めさせていただくことがあります。
　⑻作詞者・作曲者等についても忘れずにふりがなをふってください。また、外国人の場合は、原語で表記し、ふりがな
をふってください。日本語訳の楽譜で歌う場合は、原語の作詞者と訳詞者を記入し、それぞれにふりがなをふって
ください。原語で歌う場合は、申込書への訳詞者の記入は不要です。

　⑼自由曲を改変する場合は、「自由曲改変の有無」のどちらかに○をしてください。
　　改変する場合は、「楽譜の許諾に関する報告書」をあわせて提出してください。
　　詳しくは【楽譜の改変について】をご確認ください。　
　⑽自由曲の放送、インターネット配信の著作権の管理団体についてご記入ください。
　　≪記入の流れ≫※記入例はホームページをご参照ください
　　①まず、楽曲の著作権の状況について、  3選曲について の 自由曲の著作権の調べ方 をご確認ください。
　　②代表的な著作権管理団体は、ＪＡＳＲＡＣ または ＮｅｘＴｏｎｅです。ＪＡＳＲＡＣ管理楽曲の場合はＪＡＳＲＡＣに、
　ＮｅｘＴｏｎｅ管理楽曲の場合はＮｅｘＴｏｎｅにチェックを入れてください。

　　③ＪＡＳＲＡＣまたはＮｅｘＴｏｎｅの楽曲検索ページで作品コードを調べ、記入欄にご記入ください。

　　④上記２団体以外で管理団体（管理者が個人の場合も含む）が判明している場合は、「その他」の欄にご記入
　ください。（　　）に収まらない場合は、裏面の通信欄にご記入ください。

　　　※お調べいただいた結果、著作権者がわからなかった場合は、「その他」の欄に「不明」とご記入ください。
　　　※検索方法についてのお問い合わせは下記窓口まで。（検索方法について出版社へ問い合わせることは
　 　　  ご遠慮ください）

ＪＡＳＲＡＣの楽曲検索ページ  https://www2.jasrac.or.jp/ejwid/ ※ＮＨＫサイトを離れます
ＮｅｘＴｏｎｅの楽曲検索ページ  https://search.nex-tone.co.jp/　※ＮＨＫサイトを離れます

https://search.nex-tone.co.jp/
https://secure.okbiz.okwave.jp/faq-jasrac/helpdesk?category_id=115&faq_id&site_domain=jp
https://secure.okbiz.okwave.jp/faq-jasrac/helpdesk?category_id=115&faq_id&site_domain=jp
https://www2.jasrac.or.jp/ejwid/
https://www.nex-tone.co.jp/inquiry/
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申し込み締め切り日
参加する地区によって異なります。該当するコンクールの案内をご覧いただくか、ＮＨＫ各放送局まで電話でお問
い合わせください。申し込み後に内容の変更等が生じた時は、直ちにＮＨＫ各放送局までご連絡ください。

提出物一覧 　 ◎必ず提出するもの ○場合によって提出が必要なもの

　◎参加申込書（+３校以上の合同参加申込書）
　◎楽譜提出チェックシート
　◎自由曲楽譜
　　※提出のタイミングや方法、必要部数は地区によって異なります。また、ダウンロード楽譜を使用する場合は必要部数
　を購入し、購入を証明する書類（購入完了メールや領収書の写しなど）を楽譜に添付して提出してください。

　○指揮者が嘱託員、外部指導者（小学校の部）、部活動指導員（中・高等学校の部）の場合、「指揮者（嘱託員・
外部指導者・部活動指導員）の参加資格証明書」

　○教育委員会が責任者の場合の指揮者、「指揮者の参加資格証明書」（教育委員会用）
　○外国語曲を原語で演奏する場合、詞の「和訳（翻訳者名も明記）」
　○自由曲を改変する場合、「楽譜の許諾に関する報告書」
　○自由曲の楽譜が委嘱曲、未出版楽譜、絶版楽譜の場合、「楽譜の許諾に関する報告書」、「著作権者全員の許諾
書（書式自由）」

　※その他、地区コンクールで独自に必要な提出物がある場合がありますので、該当するコンクールの規定をあわせて
ご確認ください。

　※課題曲楽譜についてはこちらをご参照ください。
　　https://www.nhk-book.co.jp
 　 （NHKのサイトを離れます。）

　※参加記念品についてはこちらをご参照ください。
　　https://www.nhk-p.co.jp/ncon90-kinengoods
 　 （NHKのサイトを離れます。）

https://www.nhk-book.co.jp
https://www.nhk-p.co.jp/ncon90-kinengoods/
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管理されています
権利処理は

NHKが一括して行います

！管理外の可能性があります
放送・配信できない可能性が
あることをご了承いただいた上で
自由曲をお選びください

自由曲の著作権の調べ方

ご確認いただいた結果は、「参加申込書」にある、著作権の管理団体欄にご記入ください。
管理団体がJASRAC、NexToneの2団体に該当しない場合（個人も含む）、または著作権者が不明の場合は
「その他」を選んでご記入ください。（参加申込書の通信欄もご活用ください。）
※JASRAC、Nextone管理外の外国語曲・委嘱曲・未出版楽譜・絶版楽譜の場合は  4楽譜について も、
ご覧ください。

【課題曲について】
　基本的に移調などの改変は禁じられています。詳しくは  1参加規定  （5.演奏曲目）をご参照ください。

　実際の検索例は、ホームページの 自由曲の著作権の調べ方 をご参照ください。 

【自由曲について】
自由曲の著作権について
自由曲として歌う楽曲の著作権の状況について、 自由曲の著作権の調べ方 をご確認いただき、必要事項を
「参加申込書」にある、放送・配信の管理団体欄にご記入ください。

差別的表現などについて
自由曲歌詞の一部に放送にふさわしくない語句や差別的表現などが含まれている場合、ＮＨＫの判断で放送・配信を
しないことがあります。自由曲選択の際には、差別的表現が歌詞に含まれていないかどうか、ご注意ください。
（人種や少数民族の差別的な呼称、身体的なハンディキャップへの差別的表現が歌詞の一部に含まれた曲の場合、
 放送しないことがありました。例：ジプシーなど）

選曲ついて3

STEP①
JASRACのデータベースで「放送」「配信」
の欄がどちらも○になっていますか？

STEP②
NexToneのデータベースでSTEP①で
確認できなかった「放送」または
「配信」の欄が◯になっていますか？

YES

YES

NO

NO

ＮＨＫでは、コンクールでの演奏を放送・配信するために、
楽曲の著作権処理をおこなっています

ＮＨＫ全国学校音楽コンクールは、コンクールの様子をラジオ・テレビで放送するほか、ＮコンＨＰや「ＮＨＫ
プラス」「らじる★らじる」などの配信サービスでも公開しています。そのため、著作権の状況によっては、止むを
得ず放送・配信を見合わせる場合もあります。自由曲の選曲の際にはご留意ください。
お手間をおかけしますが、皆様の歌声をより多くの方に届けるためにも、ぜひご理解、ご協力を賜りますよう、
よろしくお願い致します。

代表的な音楽著作権管理団体はJASRACとNexToneです。まずは、自由曲に選曲しようとしている曲がこの
2団体に管理されているかどうかお調べください。
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【事前提出物について】
　●楽譜
　・事前に指定した部数の楽譜を提出いただきます。
　・楽譜にあわせて「楽譜提出チェックシート」もご提出ください。
　・作詞者、作曲者、編曲者が明記され、演奏するパート（伴奏含む）すべてが記載されていることを確認ください。
そのうえで、全ての楽譜の表紙に学校名を記載し、演奏曲目のページに付箋をつけてください。

　・楽譜の改変を行う場合、もしくは楽譜上で改変が認められている楽曲を演奏する場合、どの箇所をどう改変する
か楽譜に明記して提出してください。

　・楽譜はコンクール終了後に返却します。
　・ダウンロード楽譜の場合、必要部数を購入の上、購入を証明する書類（購入完了メールや領収書の写しなど）を楽譜
に添付してください。

　●訳詞
　・外国語曲を原語で演奏する場合は、翻訳者名を明記した和訳の提出をお願いします。

【楽譜の改変について】
・改変とは、部分的省略（小節・音符・繰り返し・ディビジ等）、移調・転調、楽器の追加や変更、楽譜上に指示のない
手拍子、足踏の追加変更などを指します。
・伴奏のみの変更も改変にあたります。
・自由曲の改変を行う場合、著作者全員の許諾を得、「楽譜の許諾に関する報告書」（書式あり）を提出してください。
（著作者の連絡先が不明の場合には、楽譜の出版社にお問い合わせください。）
  無断で改変を行った団体は審査対象外となります。また、次のコンクールへ進んだ場合、新たな改変・改変内容
の変更等はできません。
・報告書は参加申込書か楽譜に添付。楽譜提出時に間に合わない場合は、各地域のＮＨＫ担当者に連絡の上、
コンクールまでの提出をお願いします。不備があったときのため、直前の提出は避けてください。
  なお、次のコンクールに進んだ場合、報告書はＮＨＫ内で引き継ぎます。
・報告書の提出がなければ、審査対象外となります。（申請中でも、書面がないと審査対象外となります）
  ただし、楽譜に部分的省略を許可する記載がある場合は、報告書は必要ありません。省略個所を楽譜に記載し
提出してください。
・外国語曲の場合も同様の手続きが必要です。JＡＳＲＡＣやＮｅｘＴｏｎｅの管理外の場合、日本国内に窓口となる出版
社がない場合があります。その場合、直接海外の出版社・著作権者に連絡を取る必要があるため、ご注意ください。
※海外の出版社・著作権者に連絡を取る際には、改変許諾の確認にあわせ、可能であれば「放送、インターネットで
の配信」の許諾もお取りいただけますと幸いです。（許諾に時間を要する場合があるため）
　なお、「放送、インターネット配信」の許諾に際し、支払いが発生する場合はＮＨＫにご連絡ください。

楽譜について4



4-2

  （ＪＡＳＲＡＣ・ＮｅｘＴｏｎｅ管理外楽曲）の注意点
  委嘱曲・未出版楽譜・絶版楽譜の場合

許諾の文書例（作曲家等著作権者が許諾書を作成する場合）

未出版の楽曲〇〇を、□□学校がＮＨＫ全国学校音楽コンクールで演奏、放送、配信すること、並びに楽譜を
コピーすることを許諾する。

許諾を受けた日付
許諾者名　〇〇〇〇（作曲家）

ＪＡＳＲＡＣが管理していない楽曲をコピーする場合
　・作詞者・作曲者・編曲者など、著作権者それぞれの許諾が必要です。
　  許諾書を入手の上、楽譜に添付して提出下さい。（「楽譜の許諾に関する報告書」を利用いただいてもかまいま
せん）。

　  JＡＳＲＡＣ管理外の外国語曲の場合も同様です。また、著作権者が故人の場合は、個別の団体や相続人が管理
していることや著作権が消滅していることがありますので、ご確認ください。

　・著作権者（作詞・作曲・編曲等）全員より、「コンクールでの演奏・楽譜のコピー」の許諾をお取りください。
　・著作権者全員の許諾を得、「楽譜の許諾に関する報告書」を提出してください。顧問の先生や生徒が楽曲制作を
した場合も含みます。

　・著作権者の連絡先等は　楽譜の出版社にお問い合わせください。
※可能であれば、「放送、インターネットでの配信」の許諾もお取りいただけますと幸いです。（許諾に時間を要する場合
があるため）
　なお、「放送、インターネット配信」の許諾に際し、支払いが発生する場合はＮＨＫにご連絡ください。

【楽譜のコピーについて】
　・楽譜のコピーは著作権法で原則として禁止されています。ただし品切れなどの楽譜については出版元にご相談く
ださい。そのうえで、楽譜が入手できない場合には、出版元の了解を得たうえで、以下の措置をとってください。
ダウンロード楽譜のコピーも著作権法で禁じられています。

（一社）日本音楽著作権協会 複製部出版課
http://www.jasrac.or.jp/info/create/publish.html
※ＮＨＫサイトを離れます

ＴＥＬ 03（3481）2170　ＦＡＸ 03（3481）2197
受付時間　9:00～17:00（平日）
〒151-8540　東京都渋谷区上原3-6-12

ＪＡＳＲＡＣ管理楽曲をコピーする場合
　・下記連絡先に連絡、許諾証書を入手の上、コピー譜に貼り提出ください。許諾番号も記入してください。

※以上、ご不明点はお住まいのＮＨＫにご相談ください。

【 】

http://www.jasrac.or.jp/info/create/publish.html


①  審査基準

審査について審査について

◆教育事業として、参加各校の音楽活動の多様性を尊重し、演奏内容を特定の演奏技術に偏ることなく総合的に評価
します。 観点としては以下のようなことが挙げられます。

・音程や各パートの役割とバランスに気をつけて歌えているか。

・適切な速さとリズム、フレーズを意識してまとまりのある演奏ができているか。

・美しい響きを出すよう発声が工夫されているか。

・歌詞と譜面をよく読み取って表現しているか。

・意欲と感動をもって歌えているか。

◆自由曲については選曲面も考慮して評価します。

◆伴奏つきの楽曲においては、合唱を重視して評価します。

◆課題曲と自由曲の配点の比率は１：１です。

②  審査方式
各審査員が全出場校の順位をつけ、その結果をもとに、原則として過半数方式で最終的な順位を決定します。（地区
コンクールにおいては、参加校数などによって違う方式を採用する場合があります）
参加規定で定めた事項が守れなかった場合は、審査の対象外となります。ご注意ください。

5

5



第90回 参加申込書

下記のとおり申し込みます。 2023年　　月　　日

※2校合同参加の場合は、1枚の申込書に、2校の学校名、所在地、学校長の印を押して提出してください。担当教諭については、代表者1人(学校名も）

をご記入ください。     2校同時に連絡をご希望される場合は、 2校目の担当教諭のお名前を裏面の通信欄にご記入ください。

※コンクールへの参加をもって、音声・映像収録およびその利用の許諾をいただいたものとします。
　ＮＨＫが撮影・収録したコンクールの音声・映像     （静止画を含む）      は、   ＮＨＫのニュースや番組での放送、   ＮＨＫプラス           （放送から1～２週間程度の配信）

ＮＨＫオンライン、   公式Twitterなど公式 SNS、 ネットラジオ、 出版物、 広報等に使用することがあります。映像収録等を望まれない場合は、個別にご相談ください。

【学校長記名】

印

【学校長記名】
（2校合同参加の2校目）

印

ふりがな

学　校　名
（正式名称） ※合同参加の場合、ここに明記されたそれぞれの正式名称の順番で放送および印刷物に使用させて頂きます。

ふりがな

学校所在地
（〒　　　－　　　　　）

ふりがな

学校所在地
（2 校合同参加の 2 校目）

TEL． 　　　　－　　　　－

FAX． 　　　　－　　　　－

ふりがな

担当教諭名
（顧　問）

部　　門 小学校　　　 ・ 　　　中学校　　　 ・ 　　高等学校　　　　　 フリー参加

歌唱形態 （　　　　　） 声 （　　　　　） 部 歌唱人数 人

ふりがな

指揮者名前

教職員　／　嘱託員

外部指導者／部活動指導員

児童 ・ 生徒　　　年
伴奏者名前

ふりがな 参加校の教職員

学校外

児童 ・ 生徒　　年

歌唱形態 （　　　　　） 声 （　　　　　） 部 歌唱人数 人

ふりがな 教職員　／　嘱託員

外部指導者／部活動指導員

児童 ・ 生徒　　　年指揮者名前

参加校の教職員

学校外

児童 ・ 生徒　　年

ふりがな

伴奏者名前

ピアノ以外の伴奏楽器  なし　　　あり　  （楽器名 ： 　　　　　　　　　　伴奏者名 ： 　　　　　　　　　）

ふりがな

曲名①

ふりがな ふりがな

作詞者名前 作曲者名前

ふりがな ふりがな

訳詞者名前 編曲者名前

楽譜出版社名

＊出版譜以外の場合はその旨を明記してください

改変の有無

有　 ・ 　無
＊有の場合、 楽譜の許諾に関する報告書を提出してください

著作権の

ふりがな

曲名②
ふりがな ふりがな

作詞者名前 作曲者名前

ふりがな ふりがな

訳詞者名前 編曲者名前

楽譜出版社名

＊出版譜以外の場合はその旨を明記してください

改変の有無

有　 ・ 　無
＊有の場合、 楽譜の許諾に関する報告書を提出してください

課題曲から抜ける人数　　　　　　　人　／　自由曲で加わる人数　　　　　　　　人

合計参加人数 （歌唱人数＋指揮者＋伴奏者＋譜めくり）
＊歌唱人数とは、 課題曲の歌唱人数と、 自由曲で加わる人数の合計です 人

自由曲の演奏時間の目安

分　　　　　　秒

＊自由曲を 3 曲以上演奏する場合などは、 裏面の通信欄または別紙 （書式自由） に必要事項をご記入のうえ参加申込書と併せてお申し込みください。

課
題
曲

自
　
由
　
曲

（〒　　　－　　　　　）

放送に関して　　　      □ＪＡＳＲＡＣ　　    □ＮｅｘＴｏｎｅ　　   □その他 （　　　　　　　　              ）　

配信に関して　　　      □ＪＡＳＲＡＣ　　    □ＮｅｘＴｏｎｅ　　   □その他 （　　　　　　                　）　

※自治体の方針により、責任者が教育委員会となる場合には、教育委員会における活動責任者が学校長に代わり記名・押印が可能です。
その場合、所属・役職もご記入ください。欄下の「教育委員会が責任者になることを学校長も承認済」□に✓をお願いします。

※教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済  □ ※教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済  □

管理団体

作品コード

作品コード
 ＊いずれかの□に✓　＊その他の場合は （　　） に著作権管理団体を記入 （わからない場合は不明と記入） ＊ＪＡＳＲＡＣかＮｅｘＴｏｎｅの場合、 記入。

著作権の

管理団体

放送に関して　

配信に関して　　　　

作品コード

作品コード
 ＊いずれかの□に✓　＊その他の場合は （　　） に著作権管理団体を記入 （わからない場合は不明と記入） ＊ＪＡＳＲＡＣかＮｅｘＴｏｎｅの場合、 記入。

（学校名　　　　　　　　　　　）

担当教諭の

メールアドレス

TEL． 　　　　－　　　　－

FAX． 　　　　－　　　　－

※３校以上の合同参加を希望される場合は、３校目からの学校名、住所、電話番号、学校長の記名・押印を「３校以上合同参加申込書（別紙）」
に記載してご提出ください。合同参加する全ての学校長記名、押印が必要です。

□ＪＡＳＲＡＣ　　    □ＮｅｘＴｏｎｅ　　   □その他 （　　　　　　　　              ）

□ＪＡＳＲＡＣ　　    □ＮｅｘＴｏｎｅ　　   □その他 （　　　　　　　　              ）

＊自由曲は著作権の管理状況によっては放送 ・ 配信を見合わせる場合があります。 ＊裏面も必ずご記入の上、 ご提出ください。

※課題曲に報告事項がある場合は通信欄 （裏面） にご記入ください。



参加申込書（裏面）

アンケート
今後のコンクールの運営や、 番組制作などの際に参考とさせていただきます。 合唱団の日頃の活動について
教えてください。 審査への影響は一切ありませんので自由にご記入ください。ご協力をお願いします。

（ここに記載された内容をもとに、 取材にお伺いする場合もあります。）

（ ）第90回課題曲の感想を教えてください。

（ ）

（６） 合唱団や学校の特色を教えてください。

（５） 練習の際の取り組みを教えてください。
ex.） 歌詞の理解、 体験学習、 メソッドの導入 、 その他ユニークな練習法な ど

（４） 自由曲をどのようにして決めたのか、 選曲理由を教えてください。

学校名

※ご記入いただいた個人情報は当コンクールに関する連絡以外の目的では使用いたしません。

通 信 欄 （自由曲の権利情報についての補足、課題曲についての連絡、その他報告事項・ご意見・ご希望など）

（1） コンクールに参加されたきっかけを教えてください。

２ これまでのNコン課題曲のなかから”イチオシ”曲とその理由を教えてください。

３



第90回

３校以上合同参加申込書

2023年　　　月　　　日

【学校長記名】＜合同参加の（　　）校目＞

印

ふりがな
学　校　名
（正式名称）
ふりがな

学校所在地 （〒　　　－　　　　　） TEL．　　　　－　　　　－

※教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済  □

※３校以上の合同参加を希望される場合、３校目からの学校名、住所、電話番号、学校長の記名・押印をこの申込書に記載して「参加申込書」と

※「参加申込書」「３校以上合同参加申込書」に明記されたそれぞれの正式名称の順番で放送および印刷物に使用させていただきます。

※記載できる学校数を超える場合は、「３校以上合同参加申込書」を複数枚ご使用ください。

※責任者が教育委員会になる場合は、「教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済」の□に✓をお願いします。

印

ふりがな
学　校　名
（正式名称）
ふりがな

学校所在地 （〒　　　－　　　　　） TEL．　　　　－　　　　－

※教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済  □

印

ふりがな
学　校　名
（正式名称）
ふりがな

学校所在地 （〒　　　－　　　　　） TEL．　　　　－　　　　－

※教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済  □

印

ふりがな
学　校　名
（正式名称）
ふりがな

学校所在地 （〒　　　－　　　　　） TEL．　　　　－　　　　－

※教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済  □

印

ふりがな
学　校　名
（正式名称）
ふりがな

学校所在地 （〒　　　－　　　　　） TEL．　　　　－　　　　－

※教育委員会が責任者となる場合⇒学校長承認済  □

枚目 （複数枚使用する場合）

【代表校名】

※「参加申込書」の「担当教諭」が所属する学校名

【学校長記名】＜合同参加の（　　）校目＞

【学校長記名】＜合同参加の（　　）校目＞

【学校長記名】＜合同参加の（　　）校目＞

【学校長記名】＜合同参加の（　　）校目＞

あわせてご提出ください。合同参加する全ての学校長の記名・押印が必要です。



2023 年　　月　　日

第９０回
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール事務局　宛

第９０回

指揮者 （嘱託員 ・部活動指導員 ・外部指導者） の参加資格証明書

本校の嘱託員、 部活動指導員、 外部指導者が、 下記の参加基準を満たし第９０回ＮＨＫ全国学校音楽コン

クールに指揮者として参加する資格を有することを証明します。

学校長名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校長印

嘱託員 ・ 部活動指導員 （中 ・ 高等学校の部） ・ 外部指導者 （小学校の部）　

（いずれかの資格に○をしてください）

学　校　名 ：

嘱託員 ・ 部活動指導員 ・ 外部指導者名 ：

教職員としての最終在籍校名 ： 所属期間 （　　　　　　年～　　　　　年）

（嘱託員の場合のみご記入ください）

指揮者としての参加基準

以下の基準を満たすことをご確認ください。

〔嘱託員〕

（１）　当該校の嘱託員 （名称が異なる場合も含む） であること。 嘱託員の基準は、 各地の教育委員会または

　　　 各学校の取り決めに準じます。

（２）　教職員として、 小 ・ 中 ・ 高等学校のいずれかで児童 ・ 生徒の指導にあたられた経験のある方。

　　　 （教員免許の有無ではありません。 常勤 ・ 非常勤講師も教職員経験に含みます。 また、 常勤 ・ 非常勤

       講師は 「教職員」 に該当しますので本書の提出は必要ありません。）

（３） 同一部門の他校の指揮者または伴奏者を兼ねていない方。

〔部活動指導員〕

（１）　文部科学省が規定する部活動指導員としての制度に準じている。

（２） 同一部門の他校の指揮者または伴奏者を兼ねていない方。 　　

〔外部指導者〕
（１）　顧問の教諭と連携、 協力しながら日常的に指導を行っている。

（２） 学校長の監督を受けている。

（３） 保護者の理解を得られている。

（４） 同一部門の他校の指揮者または伴奏者を兼ねていない方。 　

備考　上記参加基準を満たす方でも明らかにその他多くの出場校にとって公平でない状況を生み出すような

        ことがあれば、 主催者の判断で参加資格を認めない場合があります。



2023 年　　月　　日

第９０回
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール事務局　宛

第９０回

指揮者の参加資格証明書 （教育委員会用）

教育委員会が主導する部活動 ・ クラブ活動において次の外部指導者が、 下記の参加基準を満たし

第９０回ＮＨＫ全国学校音楽コンクールに指揮者として参加する資格を有することを証明します。

学　校　名 ：

外部指導者名 ：

指揮者としての参加基準

以下の基準を満たすことをご確認ください。

〔外部指導者〕

（１）　教育委員会の責任者と連携、 協力しながら日常的に指導を行っている。

（２） 

　

備考　上記参加基準を満たす方でも明らかにその他多くの出場校にとって公平でない状況を生み出すような

　　　　ことがあれば、 主催者の判断で参加資格を認めない場合があります。

教育委員会名 ： 　　　　

責任者名 ：

（部署名 ： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

責任者印（役職 ： 　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　 印

教育委員会の監督を受けている。



許 諾 を 得 た 著 作 権 者

コピーしてお使いください

2023年　　　   月　　   日

楽譜の許諾に関する報告書

第90回

NHK全国学校音楽コンクール事務局　宛

学 校 名   ：

申請者名 ・ 役職  ：

自由曲名   （組曲名からご記入ください）

○著作者、著作権管理団体が許諾書を作成した場合はこの報告書に添付してください。

役　割

作　詞

作　曲

訳　詞

編　曲

出 版 社 名

出版社の担当者名

許諾した著作者全員の名前

許諾取得日

　　　　年　　  月　　  日

許諾取得方法　　　　（電話・FAX ・メール等）

J A S R AC

担 当 者 名

許諾取得日 許諾取得方法　　　　　（電話・FAX ・メール等）

許諾取得日

　　　　年　　　月　　　 日

　　　

　　　　

許諾取得方法　　　　（電話・FAX ・メール等）名　　　前

詳細

②楽譜改変の場合： 許諾を得た改変の内容に○をつけて詳細を追記してください

　・部分省略　　　     　     　　・移調　　     　     　　・楽器の追加や変更　　　　          　・その他

③楽譜の改変、委嘱曲、未出版楽譜、絶版楽譜の場合： 許諾を取得した範囲に○をつけてください

　・コンクールでの演奏　　　　  　  　　　・楽譜のコピー　　  　 　 　　　・放送　　　　　　    　・インターネットでの配信

④品切れ楽譜の場合： 管理団体に○をつけてください（　JASRACの場合、許諾証紙の有無に○をつけてください）

・ JASRAC （ 許諾証紙　   有　・ 　無　     ）　　　 ・ JASRAC以外 （ 管理団体名　　　　               　　　　　　　　）　

○③ ④の場合、JASRAC が一括管理をしていることがあります。

　JASRAC作品データベース検索サービスでご確認ください。　https://www2.jasrac.or.jp/eJwid/　

○許諾者の情報　　（著作権者全員の許諾を得てください）
・出版社を通さず著作権者から許諾を得た場合　（楽譜の改変、委嘱曲、未出版楽譜、絶版楽譜）　

・JASRAC を通して許諾を得た場合　（委嘱曲、未出版楽譜、絶版楽譜、品切れ楽譜）

・出版社を通して許諾を得た場合　（楽譜の改変、絶版楽譜）

①許諾を得た項目に○をしてください

楽譜の改変 ・ 委嘱曲 ・ 未出版楽譜 ・ 絶版楽譜 ・ 品切れ楽譜
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　　　　年　　　月　　　 日

　　　　年　　　月　　　 日

　　　　年　　　月　　　 日

　　　　年　　  月　　  日



楽譜提出チェックシート    

★次の項目の□にチェックを入れて、楽譜と一緒にご提出ください。 

 
学校名・記入者名                                                            

  

□参加申込書の管理団体欄に作品コードを記入しましたか？  

□演奏曲の最初のページに付箋はついていますか？（提出するすべての楽譜、複数曲ある場合は番号をふる） 

□楽譜の表紙に学校名は記載しましたか？（提出するすべての楽譜） 

□必要部数揃っている      □揃っていない → 残りの楽譜の提出予定日（     月     日） 

※それぞれの地区コンクールによって提出部数は異なります。          ※送料はご負担いただきます。                    

□改変はない    □改変がある → □改変許諾書も取得済み → １部ご提出ください。 

→ □改変許諾書を取得していない → 提出予定日（     月     日）                                  

□外国語曲ではない □外国語曲である → □和訳をすべての楽譜に添付した 

→ □和訳は後日提出する。→提出予定日（     月     日） 

                                            ※和訳が楽譜にある場合は、提出は不要です。 

□出版譜である  □未出版譜である → □著作者からの演奏、複製許諾書を取得済み  

                                                    → １部ご提出ください 

→ □著作者からの演奏許諾書を取得していない 

→ 提出予定日（     月     日） 

               □コピー譜である → □著作権者（団体）の許諾を受けた証明を全部数に貼付している 

                              → □著作権者（団体）の許諾を得ていない 

→ 提出予定日（     月     日） 

 

※楽譜提出日に間に合わず提出予定の日時を書き込む項目がある場合は、「締め切りはいつですか？」というお

問い合わせには基本的にお答えできません。現実的な日時をご記入いただくと同時に、早急な対応をお願いい

たします。なお、提出予定が定まらないなど連絡を密にとる必要がある場合は、一番連絡のとりやすい連絡先

と時間帯をこちらにお書きください。 

 

 

 連絡先：                                                  

 

※審査は楽譜を見て行われます。伴奏も含めて演奏内容と一致している楽譜を提出してください。 

また、出版された楽譜でない場合、なるべくその場でめくりやすい冊子状にして提出してください。 

※まれに小節数が書いていない楽譜がありますが、その場合は審査しやすいように小節数を書き込んで提出して

ください。また、場合によっては審査員が楽譜に鉛筆で書き込みをする場合もあります。ご了承ください。 



コピーしてお使いください

課題曲楽譜申し込み方法
楽譜は４月7日（金）

   

発売予定です。　お近くの書店・楽器店を通じて取り寄せることも可能です。　お手元に届くまでに多少

時間がかかる場合がありますのでご了承ください。

課題曲楽譜申込書をご利用いただく場合は、下記のお客様注文センターにFAXをお願いします。

楽譜をコピーすることは、著作権法で原則として禁止されています  必要部数を購入していただくようお願いいたします

課 題 曲 楽 譜 申 込 書

曲　　　名
定 価

286 円

286 円

286 円

330 円

330 円

330 円

部

部

部

部

部

部

部

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円合 計

学 校 名 担当者名

送 り 先

申し 込 み

部 数
代 金

送 料
小 計

小学校　同声二部合唱

中学校　混声三部合唱

中学校　女声三部合唱

高等学校　混声四部合唱

高等学校　女声三部合唱

高等学校　男声四部合唱

〒

TEL.　　　  －　　　  －

楽譜　お申し込み先

ＮＨＫ出版  お客様注文センター

FAX 044-811-9133 （24時間受付）

TEL 0570-000-321 　※ナビダイヤル　午前９：３０～午後４：３０ 〈年末年始および小社指定日を除く〉

IP電話などで上記の番号につながらない場合は、TEL 044-829-3650　 へおかけください。

ＮＨＫ出版 　〒150-8081 東京都渋谷区宇田川町7-1
ホームページ  https://www.nhk-book.co.jp

※上記にご記入の上、FAXでお申し込みください。  

※ご注文品に払込取扱票を同封して送付いたします。　　商品が届き次第、  

支払いください。   日本郵便またはヤマト宅急便でお届けいたします。

※ご注文品の到着には、 

※各楽譜とも部数に関係なく、 １回のお申し込みにつき送料110円、手数料110円がかかります。

第９０回
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また、電話・ホームページでお申し込みいただくこともできます。

コンビニエンスストアまたは郵便局・ゆうちょ銀行でお

手   数  料

送 料

１ １ ０ 円

手   数  料

１ １ ０ 円

※3,000円以上のお申込みで、送料無料となります。

※小社ホームページからのお申込みは、クレジット払い、コンビニ前払いがお選びいただけます。

その場合は、手数料 110円はかかりません。

緑の虎

Chessboard

Chessboard

鳥よ空へ

鳥よ空へ

鳥よ空へ

。

（消費税込）

受注後平常時で7日前後かかりますのでご了承ください。

。


